
第一回 RUAC OB杯  クライミング・コンペの御案内

龍谷大学山岳会クライミング委員会 (仮称 )

委員長   砂 子  ― 博

拝啓 龍谷大学山岳部OBの諸兄に於かれましては、益々あらゆる面で御活躍の
事と存じお慶び申し上げます c

さて、以前より懸案となつておりました、龍谷大学山岳会OB杯クライミング・
コンペ (仮称 )の第一回記念大会を、来る 5月 19日 に執 り行いたく存し、御案内
申し上げます。

現役山岳部時代より、肉体と精神を鍛えあげ、登山の技術と経験を深め、

アルピユズムを追求されたOB諸兄も、現在ではそれらに裏打ちされた、信念と
自信により、いまや気力・体力ともに充実の極に達しておられることと存 じます。

山登 りから一歩現役を退いたと申しましても、あの往時の岩登 りの、あの感覚は、

忘れ得難いものではありませんか。 当時の気力・体力・技術力にはほど遠いと
しましても、山好きな連中で、ワイワイ、と岩登 りを楽しむのはいかがでしょう。

“岩バカ"だつたものとして、皆様にコンペヘ気軽に御参加頂きたく思います。

なを、各種イベントを企画しておりますので、前日より御家族・彼女などを同伴

の上、参加頂ければ、より楽しくなることと存じ併せてお願い申し上げます。

1.日 時

2.場所

3.装備

4.参加費 コンペ参加費用

食費・酒代・入浴料等

記

平成 3年 5月 18日 (土 )午 後 2時頃より現地集合
ウォーミングアップ、ルート試登、

岩登り教室、飯食炊産、パーベキュー等

テントにて宿泊

5月 19日 (日 )ク ライミング・コンペ (9:00ごろより約2輌 )
昼食後、有馬温泉で入浴 解散

六甲山・蓬莱峡  (コ ンペは大屏風・小屏風で行います )
(駐車場はあまり大きくない為、前日もしくは早朝にお越し下さい )

登攀器具は不要です。それなりの服装 (ジャージ等)、足周り(勘轍・クレッタ…ラノ1ソール)

をご用意下さい。 ゼルプストがないかたは、サイズをお申し出下さい。
テント等、必要な装備があれば段取り致します。

1000円  (賞品 。写真代等 )
実費

御不要の使用可能な登攀具・贈答品等がありましたら、当日お持ち下さい。

現役への寄付、コンペの賞品とさせて頂きます。

5.天候    雨天中止 順延による開催日程は、6/1・ 2と します。
以 上



RUAC杯  第一回クライミングコンペ in 蓬莱峡  報告

期 間 :

場 所 :

参加者  :

平成 3年 5月 18日 (上)～ 19日 (日 )

六甲山 蓬莱峡大b♯風岩
前田隆司OB・ 有梨ちゃん

砂子一博 OB・ マリちゃん・赳くん

大村達也 OB・ 紀子 OG・ 洋平 くん・萌葉ちゃん

宮下・若林・大杉・原村 各OB

現役  本田・加藤 (3「 |)・ 岡木・ ■川 (1回 )
以上 17名

5/18(土 )

夕方遅 く、前田・砂子・大村OBの各家族が、蓬莱峡下の河原で

キャンプ。 往時の蓬莱峡の盛況さはどこへ行ったのか、テントは

我々だけ。 深夜、大杉OBも参入 し明け方まで飲み続ける。

5/19(EI)
朝、各OB・ 現役が集合。 軽く小屏風でウォーミングアップと

子供達へのクライミング教室 (?)を開催。 (泣き出す子供も多数 )

行 動 :
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昼から、大屏風岩でコンペを始める。

ルー トは、 “S字"と “|り 1角 "の l11で、40mい っぱいのグレー ド
Ⅲ十のスラブ。 本来易しいはずのルー トなので、考えず、立ち止ま
らず、手足を lllめず、息が切れずに

‐気に登れば “勝ち"。

一本勝負で、現役・ OBが交互に登る。 特筆すべきは、前田・

砂子の両 OB、 長いブランクにもかかわらず、そこそこのタイムで

登ってしまう。

本命の原村OBが最後の登攀者。さすが安定 した素早いクライミング
で、あっさりと他を逆転 (優勝タイム 57秒 )、 優勝を手にする。
以下、 2位大村 Ol〕 (63秒 )、 3位は僅差で加藤 (現役 3回・ 65
秒 )、 4位は本田 (3回 )と続 く。

ここの岩は花商岩であるためフリクション・ クライミングに有利な

ラバー・ ソール・ シューズがょく、上位 3名はいずれも、この類いを

履いていた。 次回のコンペには、皆さん御努力・御投資ください。
前田・砂子両OBよ り御提供戴いた “豪華賞品"が全員にあたり、
また優勝者原村OBには、別賞として中野あづみOGよ り御提供戴い
た超高級ウイスキー (時価 2万円)が贈られる。
この後、皆で有馬温泉に行き、汗を流 し一杯飲む。

皆さん お疲れサンで した。
次回はもっと盛り上げ、楽しいコンペにしたいと思います。
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